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私はその日も、いつものように夕方、ポストのなかみを取り出して、家に帰りました。夕食のあ

と、お父さんが、 

「この荷物何だろう。」 

と言って、お母さんが荷物をあけていたので、私もそばで見ていると、 

「まなみちゃん、これみて。」 

と私もお母さんもお父さんもびっくりしてしまいました。なぜなら、その荷物はなんと、おじちゃ

んからの入学祝いで、本が二さつと手紙が入っていたからです。 

おじちゃんというのは、私のマンションで、前におそうじをしてくれていた人で、会うといつも

声をかけてくれるので、私も「おじちゃん」とよんで、大好きでした。でも、こしがいたくなって、

きゅうにやめてしまったので、会えなくなって、とてもさびしいなあと思っていました。そのおじ

ちゃんからのとつぜんのプレゼントに、私のことをちゃんとおぼえてくれていたんだなあと、とて

もびっくりして、うれしくてないてしまいました。 

本のタイトルは、『エルマーのぼうけん』と『おおきなきがほしい』でした。どちらもまだよんだ

ことのない本でした。そしておじちゃんからの手紙には、 

『まなみちゃんへ  

げんきにしていますか。しょうがっこう、にゅうがくおめでとうございます。おそくなりました

が、にゅうがくいわいに、ほんをえらびました。きにいってもらえるかわかりませんが、にんきがあ

るそうです。まなみちゃんのことだから、かんじもよめるとおもいますが、ひらがなにしました。げ

んきに、べんきょう、うんどうにがんばってくださいね。 そうじのおっちゃんより』 

とかいてありました。私はおじちゃんが私のために本をいっしょうけんめいえらんでくれたんだと

おもって、すごくうれしくて、この 2 さつの本をたからものにすることにしました。そして、いっ

ぱいいっぱいよもうとおもいました。ずっとおじちゃんいあいたいとおもっていたので、それから

すぐに、お母さんとおれいの手紙をかきました。 

するとしばらくして、おじちゃんからお母さんにでんわがかかってきて、私のがっこうがえりに

マンションの前でまっていてくれました。私はおじちゃんの声ではじめてきがついて、「あっ、おじ

ちゃん。」と、びっくりしてうれしくて、とてもはずかしいなあとおもいました。本当は家に来てほ

しかったけど、おじちゃんはいつものやさしいおじちゃんで、すこしはなしをしてかえってしまい

ました。でも、おじちゃんにあえてとてもうれしかったし、本のおれいも言うことができたのでと

てもよかったなあと思いました。 

さいごに、エルマーの本は、ぜんぶで 3 さつあるとお父さんにきいたので、ぜんぶよみたいなあ

とおもいました。 


